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i環境科学ll薦爾3（・） 1～15　　1980・3月

1977年有珠山噴火が住民の生活環境および

　　　　　健康に及ぼす影響

斎藤和雄　谷口直之＊神代雅晴＊＊
　　　　佐々木胤則　　佐藤雄一郎

　北海道火葬大学院環境科学研究科環境医学教室

Efεect　of　the　1977　Erupt呈on　of　Usu　Volcano　on　Livlng

　　　Environment　and　Health　of　the　Inhab呈tants

Kazuo　Saito　Naoyuki　Taniguchi　Masaharu　Klumashiro
　　　　　　Tanenori　Sasaki　and　Yuichiro　Sato

　　Department◎f　Environmental　Medicine，　Graduate　School

　　　　of£nvironmenta互Science，｝lokkaido　Unlversity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．　緒　　　言

　　昭和52年8月7日Gヨ）午前9時12分有珠山が小有珠山南東斜而609mの中腹から33年振りに大噴火し

た。噴煙は12，000mにも達し，その放出総エネルギーは1024　ergにも達するといわれ，昭和25年の三原山，

昭和37年の十勝厩の1質火にも匹敵するものであった1）。噴火は13時31分，16隣20分，18蒔22分と小規模

に続き，8｝三i15蒔30分と23特40分に2園目と3回演の大噴火が趨った。9日午前6時40分には第4回羅の

大臓火が起こり，14日までに大小合わせて18圓の噴火が数えられた。酬いにも臓火で負傷者は繊なかったが，

火山灰や火山礫の噴繊物は約8，300万km3と推定された。火山灰は約200km離れた網走地方にまで達し，道

内220宙町村のうち，ほぼ3分の2をおおった。特に，周辺の市町村では火山灰が30～5Gcmにも達し，農作

物や交通機関などの生活環境被害ならびに健康被害をこうむるに至った。

　　本研究は8月7i三1の墳火以降，交通規制や避難揚所での杢｝三活を余儀なくされた住民および降灰影響の著し

かった地区住驚を対象として，生活環境ならびに健康被害に関する調査研究を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II．研究方法

　　調査対象地域は主として虻田町洞爺湖温泉IllTおよび，洞爺湖畔側に位澱し，農業世帯の多い月浦町地区で

ある（F19．1）。

　　調i査項目は佐民の①生活環境，②不安，③疲労，④健康調査で，調査二期は昭不1：152年10月，11月で

ある。

＊　現在　北海道大学医学部

＊＊　現在　産業医科大学

　　1979翁三10月　30日受鐸暴

　　1之eceived　工）ec．30，　1979
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　　生活環境調査は70項昌よりなる生活環境調査表2）

（Table　1）を用いて，面接法により行った。調査対象

は月浦町男子18名，女子16名，洞爺湖温泉町男子

111名，女子154名の計299名である。アンケートの

解析は評点法で行い，有珠山噴火に伴いアンケートの

対象着のまわりで出会したことがどの程度大変であっ

たかについて，「全くそうでない」を1点，「少しそう

だ」を2点，　「ふつう」を3点，　「かなりそうだ」を

4点，「全くそうだ」を5点と評寓した。

　　不安調査は20項目からなる調査表3＞（Table　2）

を用いて問診法で行った。調査対象数は月浦町男子

22名（年齢569±11．5歳：平均±標準偏差，以下圃

じ〉，女子17名（49．3±13．7歳），洞爺湖温泉町男子123

名（4L5±13．1歳〉，女子142名（41．9±12。9歳）の計

304名である。安心および不安の度舎を評価する各

10項目の質問謡扇に：ついて，「全くそうだ」，「かなり

そうだ」，「少しそうだ」，「全然違う」の4段階評鱗を

行い，評点をそれぞれ，4，3，2，1点とした。

　　疲労調査は30項目よりなる日本産業衛生学会産

業疲労研究会編疲労自覚症状調査表4）を用いて薗接法
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．1．　The　topo緒raphy　surrounding

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mt．　Usu．

により行った。調査対象は不安調査の対象となった月浦町の男子および女子と岡一である。

　　健康調査は既往症，問診による自覚症状，饅，鼻，のどおよび呼吸器系に関する調査，尿蛋白，糖，ウロ

Table　1。αassi負catl・n　of　the　it鋤s　ln　the　questlonnaire

　　　　　of　the　survey　on　living　environment

　　　　　　表一1　生活環境調査設問項用の分類

Dlrect　factors　of　accident

修接災μ要因（4）
Tra岱。

交　　通　　要　　　困（3）
Educatlon

教　　育　　要　　　因（6）

Hous三ng　enviro亘ment＝Indoor

室内居住環境要困（18＞
Housi聡g　environme鷺t：OutdoQr
室外居住環境要因（11）
Diseases

病気に関する要因（2）
Work
仕事に関する要因（11）
Human　relation

対人関係の要因（6）
EconOmics
経　　　済　　　要　　　悶（9）

　透ごろ，泥流や地すべりなどの災害がおきた。など

　毎日使っている交通機関や道路が不便になった。など

1子供。学級。，ラ磁があ。。，した．。ど

別に住んでいた箏族や両親が舎流した。など

家のまわりが急にホコリやススでひどくなった。など

家族のだれかがノイP一ゼ気味になった。など

転勤をした。または転勤の話が出た。など

近所の家のことで相談柑手になったり，手伝ったりした。など

最近沢山の借金をした。など

Number　in　parenthesis　means　number　of　items．
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　　　　　　　　　　　　Table　2．　　Ωuestionnaire　on　anxlety

　　　　　　　　　　　　　　　表一2　珊珊の調査衷

　下の20の質問を読んで「あなたの　幾在の気持にあではまる答えを必らずひとつだけ選び

○で翻んで下さい。○で闘むところは　例のように「全くそうだ」　「かなりそうだ」　「少しそ

うだ」　「全然ちがう」のどれかひとつです。

全　　か
く　　な
　　　り
そ
　　　そ
う　　う

だ　　だ

少　　全

し　　然

そ　　ち

う　　が

だ　　　う

（例）　私は　張り切っています。

1．私は

2．私は

3．私は

4，私は

5．私は

6．私は

7，私は

8．私は

9，私は

1G，私は

11．私は

12．私は

13．泓は

14．私は

15．私は

16．私は

17．私は

18，私は

19．私は

20．私は

落蒲いています。……・……

安全です。……………・・…・・

緊張して駆ます。…………・

後悔しています。…………

くつろいでいます。………

心が乱れています。………

起こりそうな災難について

心穏やかです。……………

不安です。…………………

心地良く感じています。…

自信に満ちています。……

神経質です。………・…・…・

神経過敏です。……………

びりびりしています。……

ゆったりしています。……

満足しています。…………

悩んでいます。……………

うろたえています。………

楽しいです。………………

愉快です。・…………・……・

，　辱　■　「　「　■　■　e　■　■　・　■　●　・　●　●　●　・　，　．　，　，　辱　◆　レ　マ　■　■　■　■　■　・　・　●　・　・　●　噸

■　■　■　．　■　，　，　，　，　，　，　墜　｝　・　・　参　◆　・　・　．　．　．　．　●　■　■　，　，　，　「　，　，　「　e　齢　・　●　◆

■　曾　■　■　・　■　，　■　，　，　・　，　「　●　・　・　9　◆　◆　，　．　■　唖　．　■　噸　o　■　■　o　，　，　■　，　●　，　・　，

■　，　曜　，　，　，　，　｝　齢　■　含　｝　●　・　・　●　．　●　●　9　．　，　■　，　レ　，　■　5　0　0　■　5　e　■　・　○　●　●　・

■　■　驚　，　■　■　■　■　■　，　，　，　，　・　・　墜　謄　「　参　○　◎　・　●　◆　・　，　●　9　■　噸　■　■　■　，　，　■　・　「　，

レ　レ　辱　欄　唖　e　■　・　■　■　■　・　・　●　●　●　●　●　G　・　・　■　レ　レ　●　．　，　■　■　■　■　■　■　，　，　■　辱　，　，

　現在　悩んでいます。……

，　■　■　唖　，　，　e　，　「　■　曾　含　●　●　●　●　●　．　●　●　9　，　，　．　◆　レ　レ　◆　レ　唖　■　噸　噸　■　■　■　■　．　．

．　■　■　，　，　●　・　，　，　謄　「　，　◆　σ　「　，　p　o　．　・　P　■　■　■　■　■　．　「　，　，　唖　「　，　■　・　唖　■　■　「

o　■　■　，　■　，　，　，　，　曾　，　「　曾　｝　齢　■　・　含　，　…　　　　　●　●　・　「　，　，　「　，　P　σ　◎　●　◆　■　●　，　●

，　，　，　「　，　，　「　，　，　■　曾　｝　■　■　「　■　■　・　，　●　●　・　・　●　齢　「　，　◆　c　◎　●　○　○　■　■　○　●　■　■

●　●　●　●　●　●　「　，　9　「　，　g　c　，　，　●　閲　レ　．　．　．　・　．　．　．　■　，　辱　辱　■　「　辱　，　■　e　「　●　■　「

6　含　α　・　9　，　●　●　．　●　●　・　，　●　●　・　9　9　．　「　9　レ　レ　．　．　．　畢　■　■　■　，　■　■　●　■　■　，　，　，

●　●　含　・　…　　　　　●　●　・　，　●　，　・　，　◆　レ　「　巳　レ　「　．　．　畢　駒　．　◎　■　■　■　■　■　，　■　■　■　曜　曜　■

「　，　，　・　｝　齢　曾　曾　●　・　・　9　●　●　・　・　●　●　・　「　●　含　，　●　含　◆　齢　●　｝　「　含　◎　，　●　●　P　●　●　●

，　●　・　●　｝　・　含　α　，　ら　σ　◆　・　噛　○　．　○　◆　・　駒　・　●　．　．　9　9　●　●　●　9　●　，　，　●　c　，　●　，　，

．　．　．　■　．　．　．　■　■　，　辱　，　脅　辱　，　，　，　唖　，　，　，　，　「　，　噸　唖　「　噸　■　5　■　■　■　■　■　■　，　■　．

．　，　，　．　．　．　，　，　．　，　，　，　，　，　，　，　，　P　，　，　P　，　β　P　．　．　9　r　r　∂　7　7　r　7　7　0　e　7　7

ビリノーゲン検査，アーGTP（7－91utamyhranspeptidase），　LAP（1eucine　a面nopeptid乏しse），　ChE（choilne

esterase），　CHO（cholesterol），　ALP（alkahphosphatase），　GOT（glutam三。　oxaloacetlc　transaminase），

GPT（glutamic　pyruvic　transaminase），　LDH（lactic　acid　dehydrogenase），　BUN（blood　urea　nitrogen），

Ht（hematocritt），　ALAI）（δaminolevu1三nic　acld　dehydratase），　CAT（catalase）の測定，」血L庄，胸部

X線検査，診察等をもとに行った。目・鼻・のどおよび呼吸器系に関する症状調査は降灰現象に起画して誘発

されると考えられる目・弊・のどの粘膜および呼吸器に関する急性症状を著者らの行った耳鼻科的症状調査

表5）およびBMR．Cの質問票6＞を参考に，36項目選び作成したものである。尿蛋白・糖・ウμビリノーゲンは

テステープ法，7－GTP，　LAP，　ChE，　CKO，　ALP，　GOT，　GPT，　LDH，　BUNはオートアナライザー法7），　Ht

は毛細管法8），ALADは和田法9），　CATは滴定法10）によった。血1液面化学的検査の対象は洞爺湖温泉町住民
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で事務系作業者4名，山気工事および土木作業等に従事した男子作業員17名，ホテル従業員13名および公共

運輸業務にたずさわる男子自動車運転手6名および月浦町男子22名，女子17名の計79名である。なお，対象

として十勝地区更別町住民29名を性磁喜齢分布がほぼ等しくなるように選択し，上詑の撫液生化学的検査を

行い比較検討した。なお，一般検診対象者は洞爺湖温泉町男子40名，女子81名，計121名，月浦町男子26

名，女子2工名，計47名である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏日1．　　調　査　成　孟責

　1．生活環境の変化

　　有珠火山周辺における降灰量の分布を検診聴に直接面接法で調査した値をもとに地区別に算出すると，

Table　3に示す如く，洞爺湖温泉町では17±15　cm（2～8G　cm）〔平均±標準偏差（最小～最大）以下同じ〕で

虻卿町本町2±2cm（1～10　cm），，月浦町15±3cm（8～20　cm），伊達市長和7土8cm（1～30　cm），関内13止

8cm（1～30　cm），乾7±5　cm（2～15　cm）であった。また，降灰による被害を訴えた表の割合は洞爺湖温泉；II∫

82・8％，虻照町本町36．4％，月浦町91．5傷，伊達蒲長和41．8傷，関内87．5％，乾95．8傷で，伊達市乾および月

浦町ではほとんどの住民が被害を受けたと答え，虻田町末町の住畏で｝よ約1／3が訴えていた。被害内容は農作

物，山林，住宅，庭園などに対するものが主であった。

TabL　3．　Damage　caused　by　the　eruption　of　Usu　Volcano

　　　　　　表一3　有珠山噴火による被害の状況

Abuta－cho

No．　of
sample

鼓・i・h・・f・・hf・ll　d投ﾄlly

Toyakoonsen－cho

Abuta－cho　Hon－cho

Tsukiura櫓C110

99

88

47

17±15

2±2
15±3

82．8

36．4

915

rate’of　refuge

　　．（幻．

48．5

6．8

17．0

Date　City

Nagawa
Kannal

Kan

79

56

24

7±8
13±8

7±5

41．8

87．5

95．8

19，0

5．0

0

mean±S．　D．

　　二二の避難口1合は洞爺翻農泉町（4＆5％〉，伊達市長和（19．0％），月浦町（17．0％）。虻田町本町（6β％），伊

達市関内（5．0傷〉の順で伊達市乾では避難した住斑はほとんどいなかった。

　　生活環境調査項目の訴えを要臨別に分類し，住民1入当りの平均得点を求め，プロフィルで示すと，Fig．2

のごとくであり，交通要困，人間関係，経済下闇，鐵接災害要因，家庭周辺環境要困等の得点が比較的多かっ

た。これを内鼠男曝にみると，「家の周りが急にホコリやススでひどくなり，i家の周りの空気が悪くなったりし

た」に対する得点が両地区とも最も高く，月浦町4．15，洞爺湖温泉町294であった。次に多い項目は，月浦田∫

では「家の周りの緑や小鳥，蝶，とんぼ，秋の虫等が急に減った」，「仕事が急に増えた」「ガス，水道の出が

悪くなったり，断水，停電がしょっ中あった」　「急に収入が減ったりすることが起きた」の順であった。洞爺

湖温泉町では「驚いて外に飛び幽る程の地震や振動があった」，「急に収入が減ったりすることが起きた」，「家

の周りの緑や小鳥，蝶，とんぼ，秋の虫などが急に減った」「会枇の機構が変ったり，経営状態が変った」の

順に高い得点を示した。
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Fac之or　of　complainヒs　　　　mean　score　of　a　person

　　　　　O　　　　　I．0　　　　書．5　　　　2『0

Direcとfactors
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図一2　生活環境調査に紺する芸斥え要照の

　　　　プロフイル

Fig．2．　The　pro丘le　of　tl玉e　comPlaints

　　　　COnCerning　　liV三ng　　envirOn－

　　　　ment．

quiしe　　　　　　　　　　　　q嘩e
　　　　　　　　　　　rlghヒ　　　　　　　fightdlfξe〔．鍵et　dlfferent
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図一3　月浦町および洞爺湖温泉．町住艮の

　　　精神心理状態

】F童9．3。　Psycho－psychological　status

　　　　of　the　inhabitants　in　Tsuki－

　　　　ura　and　Toyakoonsen．

　2．住民の不安状況

　　月滞町および田町湖温泉町僥斑の男女について，安心および不安に関する精神心理的状態の程痩を比較す

ると，Fig．3のごとくである。すなわち，安心に関する程度はいずれの集団においても「少しそうだ」と「か

なりそうだ」との間に位讃し，不安に関しては「金然違う」と「少しそうだ」との聞に位概していた。安心度

では月浦町女子が最も高く，次いで，月浦町男子，洞爺湖淑泉町男子および女子の順であった。また，洞爺湖

温泉町の女子を除いたすべての編曲が，有意に不安側より安心側に傾いていた（P＜0，01）。さらに，両地区の

鍔女間を比較すると，月浦町では安心および不安術者とも男女闘に有意差は認められなかったが，洞爺湖温泉

町では女性に比較して男性の安心度が有意に高かった（P〈α01）。両地区の比較では月浦町の安心度が洞爺湖

温泉町より明らかにill石く，不安度は洞爺湖温泉lll∫の方が高かった。

　3．疲労自覚症状

　　30項1ヨの疲労自鋤蓋状を月浦【［i∫の努・女について比較すると，Tabie　4のごとくである。すなわち，男

子において訴え．率が25％以上を示した項楓をあげると，「庸がこる」が50％で最も高く，次いで「ちょっと

したことが思い｝／l二1せない」409％，「きちんとしていられない」36．4％，ヂ物事が気にかかる」31．8％，「根気が

なくなる」31．8％，「腰が痛い」31．8％，「；竃1がつかれる」273％，「横になりたい」27，3％のli頃であった。女子

では「一寸したことが思い1：｛1｛せない」が43．8％で最も高く，次いで「肩がこる」および「根気がなくなる」が

37．5％，傑1がつかれる」，F横になりたい」および「物事に熱心になれない」が31．3男，「頭がぼんやりする」，

「きちんとしていられない」，rド1がかわく」および「まぶたや筋がピクピクする」が25．0％であった。

　　30項閉の1藷覚症状を肩洋（身体的癌状群），11群（精神的痙状群），m群（神経感覚的疲状群）およびT群

（全項iヨ数）に分けて，それぞれ比較すると，男女共にII群の訴え率が20傷で最も高かった。また，王群，　IH

群，T群においては男子がそれぞれユ6．4％，！6，8駕，女子が19．4％，17．5％で女子の訴え率が男子に比較して

やや高かった。訴え率の順惇関係は男子では11＞Ili＞王，女子では11＞1＞II1，金体ではH＞1＞II1であった
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Table　4．　Subjective　symptoms　on　fatigue　shown　more　tha旦

　　　　　25％　of　inhabitants　隻R　Tsukiura－cho

　　衷一4　月浦町において疲労自覚痛状訴え率が25％以上

　　　　　　を示した下図の比較

Symptoms ・・ P琵（％〉ド・m・1・（％）

dro、Vsiness　and
　（iullneSS

（5）

（7）

（10）

feei　the　brain　muddled

feel　stra三ned　童n　the　eves

、vξ～nt　£o　lle　down

2？．3

27β

25，0

31．3

31．3

dif資culty玉n
　Concentrat三〇n

projection　of
　phアsicaユ

　disintegration

（15）

（16）

（！9＞

（20）

職abユeωhave　lnterest　in　thin離

becQme　apt　to　forget　things

unable　to　straighten　up　in　a　posture

no　ezユergy

3、．8　1　31．3

409　　　　　　　　　　43，8

36．4　　　　　　　　　　25．0

31β　　　　　　　　　3ス5

（22）

（23＞

（25）

（28）

feel　st三ff　ln　t｝｝e　shoulders

suffer　low　back　pa三n

fee互thirsty

have　a　spasm　on　士he　eyelids

50，0

31．8

375

25．0

25．0

が，その磯間差は僅少で有意ではなかった。へばりの

度合（11／T）は男子1．13，女子1．06，全・体で1．10で

あった。

　4．健康調査成績

　　α）昆・鼻・のどおよび呼吸器系に関する症状

　　36の問診項局のうち，有訴率が20％以上を示し

た項目を地区別・性別・作業別々こみるとF三9．4のご

とくである。洞爺湖灘泉町男子では「よく鼻がつま

る」および「平らなところを急いで歩いたり，ゆるい

坂：を登る時，患が苦しくなる」が21ユ弩を示した。し

かし，女子では有海率が20％以上を示した項貝はな

かった。月滞町男子では「平らなところを急いで歩い

たり，ゆるい坂を登る時，息が苦しくなる」が31・8％

で最も多く，次いでヂ寒い1塔朝起きるといつもすぐ，

せきがでる」，

町女子では「のどが痛い」が35．2％で最も多く，

ltemsof　questionare

　　　　　　　G
　co囎laint5（％＞
10　　　　　20　　　　30　　　　40　　　　　50

redness　of　eyes

itch　of　eyes

throbbing　pain

　　　　　in　eyes
dbchar琶e　from　eyes

sore　throat

husky
pharyngeaI

　　　　s亡ibbness
nasal　stibbness

nasa｝段ch

△

Q

蕊

o

9

口

囲

〔】

　　OT6yakoonsen（ma【e）　ロDrivers
　　△Tsukiura（r轟ale）　　　踊Construction　workers

　　血Tsukiura（female）

　　図一4　有訴率20％以上を示した項矧

R9．4．　The　sy即toms　w三山the三ncide遭ce

　　　　rate　abOVe　20％．

　　　　　　「寒い時昼間とか，夜とかにせきがでる」が27．2傷，「目やにがでる」22，7傷の順である。月浦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次いで「声がよくかすれる」，「平らなところを急いで歩い

たり，ゆるい坂を登る時，息が苦しくなるゴが29．4鬼，照がちかちかする」23．5％の順であった。

　　バス，タクシー運転手では「目が赤い」，r目がかゆい」および「よく鋒がつまる」がいずれも37．5箔で最

も多く，次いで「平らなところを急いで歩いたり，ゆるい坂を登る時，息が苦しくなる」が25．0％であった。

　　土木作業員では「のどがよくつまる」の項羅が36．3％を示した。

　　②　血液生化学的検査成績

　　洞爺湖温泉町住民で事務系職業，バス・タクシー運転乎，ホテル従業員，電気および土木工事作業員，月

瀞II∫住民および対照として璽別町住民の検査成績を平均値±標準偏差で表わすとTable　5のごとくである。
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Table　5．　Bloche頗cal五ndings　of　blood　in　the　lnhabitants

　　　　　　　　　surrounding　Mt．　Usμ

表一5　有珠出周辺像照の地域鋼・職業別魚液生化学酌検査所見

γ一GTP

LAP
Cho一州

CHO
AI．一P

GOT
GPT
LDH
BUN
ALAD
CAT
Ht
（n）

Toyakoonsen－cho

Rlectrlcl巨n3

and　construc一
．tion　workers

Clerks

21．3ゴ＝6．15

149．7＝ヒュ0．95

　1．08ニヒ0，056

168．2＝ヒ12．54

6，50±α820

24．5＝ヒ3，68

　16。2±22．1

301．0±11．03

　17．0＝ヒ21．5

　1．67ゴ＝0．122

　352＝と0．267

43．2＝ヒ10．8

　　　4

Bus　and
　Taxi
drivers

23．1ゴ＝5．78

143．0±4，80

　1．10＋0．079

181．0±12．30

　6．58＝ヒ0β89

30．8±4．05

　24．0づ＝7．69

309β＝ヒ8．44

　1316誠＝1，15

　1．86±0．139

　3．49一ト0．289

　44．1±ユ．79

　　　6

Employees
of　｝｛otelS

21βゴ＝5．47

139，3±10．90

0．987士0．039

167．5±6．11

6，75牽0．594

31．3＝ヒ2．44

　19β＝ヒ3ユ9

287．4＝ヒ129

　15．8止0．847

3．48＝ヒ0．121

　　　13

28．8ゴ＝12．8

159．0＝t王4，74

0．95弓一〇，394

170．5±8．90

7．60±0．478

32．5±3．05

22．7→一3．25

3649＝と15．52

　17．5庶0．88

　1．54d＝0．1055

3．46滋＝0．158

43ユ＝ヒ0．807

　　　　17

Tsuk玉ura－ChO

Farmer

　12。3＝ヒ2．19

137．1＝ヒ4．63

　1．03止0．0553

168．1士6．06

7．09±0．45G

28．0蜘1。55

　13．3ゴ＝1．56

326．0ゴ＝10，37

　16．1＝ヒ0．97

　1．77±0．061

3．89ゴ＝G．102

41．6血0，82

　　　24

Nonrfarmer

23．2±9．92

151．6血9。98

　1．04＝と0．032

194．1ニヒ6．16

7．83ゴ＝0．368

29．8±2．41

　18．4＝奮2．13

324．9＝ヒ14，13

　14．0±0．77

1．74ゴ＝0．074

4．05±0ユ52

43、7±0．95

　　　15

Sarabetsu－
cho

Farmer

　16．王＝ヒ3．49

141．1±5．69

　0．83±G．0262

176．1ゴ＝5ρ8

　5．90＝と0．29

　30．1＋2，74

　16．4＝h4．87

400．3＝ヒ20．85

41．2＝ヒG．75

　　　29

（n＞：number　of　subjects，　mean恋standar（I　error．

Tab茎e　6．　Incidence　rate（％）of　abnormaI．　biochemicaI．蝕dings

　　　　　　　　of　blood　in　the　inhabitants　surrounding　Mt．　Usu

表一6　有珠由周辺住磯の地域別職業別・血液盗化学的異常所見発生率

Items

γ一GTP

LAP
Ch（〉一．E

CHO
A1－P

GOT
GPT
LDH
BUN
ALAD
CAT
熱t

（n）

Toyakoonsen－cho

C王erks

25．0

　0

25．0

0

0

0

　0

0

25．0

　0

　0

　0

　4

葺us　and

　Taxi
drivers

16．7

　G

O

O

O

16．7

16，7

0

G

O

O

　O

　6

Employees
of　正i｛ote1．S

15．3

15．3

7．6

0

7．6

15．3

7．6

0

7．6

13

捻lectriδ．ians

and　constrUC－

tion　workers

5．8

11．7

5．8

　0

11。7

11．7

17．6

11，7

23．5

11，7

　0

　0

17

Tsukiura－cho

Farmer Non榊farmer

Sarabeもsu－
cho

4ユ

　G

20．8

　0

8．3

8．3

　0

8．3

20．8

0

　0

　0

24

Farmer

13．3

13．3

13．3

0

6。6

6．6

6．6

13．3

6，6

0

G

O

15

6．8

3．4

20．6

　0

　0

6。8

3，4

41．3

　G

29

（n）：number　of　sublects（％）．
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また，これらの値を項鼠ごとにそれぞれの地域，職種集団間で比較すると，γ一GTP，　LAP，　GOT，籔tでは有

意の差が認められず，CHO一£では月浦町農業が対照に比して有意に高く（P＜0．01），　CHOは月滞町農業が

非農業に比して有意に低く（P＜0．01），ALPでは月浦町農業が対照セこ比して有意に高い（P＜0．05）。　GPTでは

月浦町回農業が農業に比して有意に高く（P＜0，05），土木作業員はさらに高かった（P〈0．01＞。LDKでは対照

に比較して月浦町農業が有意に低い（P＜0。01）。ALADについては土木作業員が月浦1】崖丁農業に比して三富に低

く（Pく0．05），CATについては月浦町住蔑が土木作業輿およびホテル従業輿に比して有意に高かった（P＜G，01）。

このうち，異常侮を示した者のlll拾（落）を示すとTable　6のごとくで，畿気および土木工事従下面に異常者

の崩現率が高く，次いで月浦町住斑，ホテル従業貴，鰐照，パスタクシー運転手の順に異常者の繊現率が高

かった。

　　（4），健康診断成績

　　災害健康診断の成績では既往症は洞爺湖温泉町で76．1傷（121山中），月浦町で53β％（47名中）にみられ，

洞爺湖温泉町住民で最も多い既往症は男子では高血圧，心臓病，次いで肺結核，肝臓・胆のう疾患で，女子で

は眼疾患，次いで低血燃，腎臓病，肺炎，心臓病，高血圧の順である。月浦町の男子では高血麗，肺結核，心

臓病，腎臓病が多く，．女子では心臓病，肝臓疾患などが多い。すなわち，洞爺湖濃泉町からの受診看は呼吸循

環器系の疾患が多いのに対して，月浦町では循環器系疾患と肝臓疾患の既往が多かった（Table　7）。

　　検診階の罹患疾患では，高血圧性疾患が著しく多く，それらのうち約半数は今回の検診で発見され，その

Taも1e　7。　Clinical　histories　of　the　i曲abitants　in　Toyakoonsen－cho

　　　　　and　Tsuk三ura－cho

　　　　　　表一7　洞爺湖混搬町および月浦一佐畏の既往症

Diseases

1

2

3

4

5

6

7

’8

9

10

11

12

13

14

15

Renal　diseases

Heart　diseases

Hypertension

Hypotension

Cere1）ral　apoPlexy

Diabetes　mellitus

Hepatic　dlseases

Bronchial－diseases

Chronic　bronchitis

P聡um◎ni役

13rQnchoectasis

PUlmOHary　tuberCuiOSiS

Pleurit玉s

Eye　diseases

others

Tota1

sublects

Toyal（OQnse且一cho

m・1・旨・m・1・

1（2．5）i

7（17，5）

7（17．5）

0（0）

0（0＞

1（2・5）i

2（5．0＞

2（5．G）

2（5．0）

士ota1

1（25）

0（0）

5（12．5）

2（5．0）

3（75）

21　（52，5）

ユ0（12．3）

6（7．4）

6（7，4）

10　（12．3）

1（2．5＞

0（0）

5（62）

1（1．2）

1（L2）

8（9．9）

0（0）

6（7．4）

5（6．2）

11　（13．6）

26　（32．1＞

11（9．ユ）

13　（10．7）

13　（10．7）

10（8．3）

1（G．8）

1（0．8）

7（5．8）

3（2．5）

3（2．5）

9（7．4）

0（0）

11（9．1）

7（5．8）

14　（11．6）

47　（38．8）

Tsukiura－cho

male f・m・1・it・t・1

54

40

96

81

2（7．7）

2（7．7）

4（15．4）

0（0）

0（0）

2（7，7）

エ（3．8）

2（7．7）

2（7．7）

0（0）

0（0）

3（11．5）

0（0）

1（3．8）

6（23．1）

150
125…

121
｝

　26
　闇　．

0（0）

3（14．3）

2（9．5＞

2（9．5）

0（0）

1（4。8）

3（14．3）

0（0）

1（4．8）

1（4．8）

0（0）

0（0）

1（4．8）

G（0）

7（33．3）

21

2王

2（4．3／

5（10。6）

6（12．7）

2（4．3）

0（0）

3（6，4）

4（8．5）

2（4．3）

3（6，4）

1（2．1）

0（0）

3（6，4）

1（2．1）

1（2．1）

13　（27．7）

46

47

Number　in　pareuthesis　shows％．
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Tlab三e　8。　　Number　and　percent　of　present　王1．lness　of　39　the

　　　　　　　　　三nhabita且ts三n　Toyakool｝sen－cho　and．　Tsukiura－cho

　　　　　　　表一8　　汚q爺濁i描註撮i町および月湖了田．f．住民の楯妻猷疾タ丙

1）iseases瀕
　　　　　　　”．5

Toyakoonsen－cho

Endocrine，　nutrltlOHεd．　and
n玉etabOHc　（王lseases

1）iabetes　me1重itUS

ma1．e female tota】．

0

0

Blood　and　hematopoietic
tissue　diseases

　Anemia

　Others

NervOuS　an〔1　Se鳳sOryくilSeaSeS

　Ocular　diseases

　Neuralgia　a亘d　neuritis

0

0

0

2（5．0）

0

0
i
0

0
．［o

Cardiovascular　d｛seases

　I｛ypotension

　Hypertens三ve　diseaSes

　Ischemic　heart　diseases

　the　other　heart　diseases

　Cerebrovascular　diseases

ReSpiratOry（1iSeaSeS

　Chronic　i〕ronch．itis

　Asthma

0

0

0

4（49）

2（2．5）

0

11　（27．5＞

0

0

0

0

8（9．8）

0

0

0

0

0

0

6（5．0）

2（1，7＞

f

　0

19　（15．7）

　0

　0

　0

2（5．0）

1（2．5）

DiSeaSeS　Of　d三gestive　Orga篇S 0

0

0

2（1．6）

1（α8）

0 　　0
1

TSUkiurarcho

male femal．e

G

1（3．8）

0

0

0

2（7．7）

2（7．7）

0

2（7．7＞

0

0

0

Cutaneous　and　subcutaneous
diseases

0

1（38）

0

0

1（1．2） 1（OB） 0

0

0

0

0

2（9，5）

1（4．8）

0

0

2

1

0

0

（9，5）

（4，8）

0

0

1（4，8）

0

tQtal

0

1（2．1）

0

0

2（4．3＞

3（6．4）

2（43）

0

4

1

0

0

（8．5＞

（2．1＞

！（2．1）

0

1（2．1）

0

Muscle，　skeletal　a鷺d

COnneCtiVe　tiSSUe　diSeaSeS

　Chronic　fheumatoid　arthirtls
　and　related　diSeaSeS

　Lumbago
　Scapulohemora互periarthritis

0

0

0

1

1（1．2）

4（4．9）

0

Tota1． 16 21

　　　　　　ヨ
　　　　　　…

　　　　　　｛

・（・・）
堰E

4（3・3）11

0　10
37 9

　　　　…

　　　　…

　　　　i

i・（・刷

（3・8）i1（4・8）

　　　1．．o

Subjects 40 81 121 26

9

21

1（2．1＞

2（4．3＞

0

18

47

Number　i且parenthesis　means％

ほか視器の疾患，腰痛も今回の検診で多く発見された（Tabl．e　8）。

　　　自覚症状は洞爺湖温泉町では1入当り4．6項目，月浦町では2．3項目を訴え，洞爺湖温泉町が多かった

CI、able　9）。
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Table　9．

二一9

Subjective　sylnptoms　o£the　inhabitallts三n

ToyakQonsen－cho　ancl「rsukiura－cho

を陶爺淘建趾秀芝田．1㌧拘よび月溝i田∫信三疑のi：三i闇闇羽犬

subjecti．ve　sy：nptoms
Toyakoonsen－cho Tsukiura－cho

male
1．

．｝…．．．

l

i
i
i
i

1
i

i
i
i

i
i
i
i
i
i
i
l
i
1

female total． male female tota1

1

2

3

4

5

6

7

　8

　9

10

11

12

13

14

15

16

！7

！8

19

2G

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

headache，　st三f〔head，　stiffness　of

shoul．der　or　neck

d三zzineSS，　thinni．tUS，　SWayl．ng

ed．ema（：faCe，　eXtremitl．eS＞

dryness　of　mQuth，　sweat｛ng（locatlon，
whole　bo〔ly）

PalPitati．on，　shortness　of　b．reatll

cheSt　fee正s　agoniz三ng，　ached，　v三ce

sensat！on

po正yuria，　frequent　urination，　Roctu「ia

feel．　as　三f　aτush　of　bl．ood　to　the　head．

changes　iH　body　we三ght

numbness　of　the　ext1二emitles

pain　on　the　back，　spine，　extremities

and　joints，　deformlty

scanning　speech

i．rritab三lity　SenSe（）f　anXiety．

decreased　visual　acu1ty・r　v三sual丘ei．d

互nenStrU1，　regular　Or　irregular

other　SubjeCtive　SyエnptO！nS

cough

sputum

bloody　sputum

pain　on　the　chest　or　bac1（

the　other　symptoms

skin，　eruptions　dry，　harsh　skln

d面culty　irl　wound　heξLling

tingl．ing　sensation　of　the　ski鷺

diagnosed　as　eczema

diagnOSed．　as　cOntaCt〔lermatitis

other　symptoms　to　the　skin

eyes　feel　Hicker　or　as　三f　foreign　body

waS　being　StuCk　in　the　e｝・es

sticky　secret三〇n　froユn　the　eye　or
lacrimation

eyes　aCh．ed，量tchy　（，r　red

28

9

2

9

！1

6

7

9

8

6

14

　1

5

8

0

　2

15

18

　2

　2

　1

　3

　1

　3

　4

　2

　3

！2

10

15

1

51

23

10

11

11

9

！4

　5

13

12

27

　2

　9

12

！0

7

15

10

　0

　5

　8

16

　1

　2

　3

　1

　3

23

19

14

1

70

32

12

20

22

15

2！

！4

21

！8

41

　3

14

20

10

　9

30

28

　2

　7

　9

19

　2

　5

　7

　3

　6

35

29

29

i

10

2

0

0

4　1

1

2

0

1

1

6

0

0

2

0

　1

11

　6

　0

　1

　0

　0

　0

　0

　0

　G

　5

5
i
7　i

5

6

4

0

2

0

0

4

0

0

2

2

！

2

2

0

0

0

1

0

0

0

1

2

4

1

0

1
L

16

6

0

2

4

1

2

1

2

3

10

O

G

4

2

2

13

　8

　0

　1

　0

　1

　0

　0

　0

　！

　7

9

8

5

■、

Total　number　of　symptoms 216 343 559 70 38 108

Subjects 4G 8！ 121 26 21 47

　　　項目別に訴え数の多い順にあげると，①頭痛，頭重，判こり，首すじはり，②腰，照肢関節の痛み，変

形，③せきがでる，④限のチカチカ・ゴロゴロ，⑤めまい，耳なり，よろめき，⑥藻が痛い，かゆい・充

ま血L，⑦眼やに，涙が出る，⑧たんが出る，⑨視力減退，などであり，これらのうち災書に起因して多いと思
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われるのは④，⑥，⑦などであった。総訴え数の667のうち，75％は一般的な疾病によるものと考えられ，

25％は災害に起聞して発生したものと思われた。

　　胸部X線検査成績では，要二二者は月浦町1名，

町で認められた。

洞爺湖三二町2名の計3名で，膚胸心1名洞爺湖温泉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1V．　考　　　察

　1．降灰による被窪と健民の避難

　　有珠山噴火による降灰の直接的影響としては住居の破壊，山林，水剛，畑，庭園などに対するものや道路

の封鎖等があるが，人間淫i身に対しては落下してくる粗大な岩石による負傷，空気中に飛散している微細な火

山灰粒子の吸収による上都気道および下都気道の障害および1≡1・鼻・のどの粕膜障害が考えられる。しかし，

Table　3に示された降灰の被害は山林，盤作物，壬主i三等に対するものであり，むしろ生活三三環境に与えた被

害であった。噴火による危険から住民を守るために繊された避難命令は噴出物の落下による危険の大なる地域

である洞爺湖温泉町，伊達市長和，有珠，爾関内，壮瞥町，滝之町等に鐵されたが，実際に避難した者の害拾

は約5％から50％であった。これを降灰による被害との関係で見ると，降灰による被害が大きく，避難の勘

合も高いのが，洞爺湖温娘町で，降灰の被讐は大きかったが，避難の割合が少なかったのは月浦町，伊達布関

内および乾であった。降灰の被審も避難の割合も少ないのは虻田町本田∫，伊達市長和であった。このように，

避難状況は直接生命の危険との関係度合が強いと思われる所ほど顕著で，噴火口からの落下岩石の大きさが影

響しているように思われた。すなわち，降下塵の燈より，臓火口からの距離が比較的近く，大きい落下岩石が

みられた洞爺湖灘泉町が避白垂の害蛤が最も多かった。

　2．噴火による生濤環壌状況の変化

　　有珠山噴火による被害が異なる特徴を示した月浦町と洞爺湖温勇乏町の生活環境状況の変化では，両町とも

最も高い得点を示したのは「家の周りが急にホコリやススでひどくなり，家の周りの空気が悪くなったりし

た」であったが，他の項藏では差異がみられ月浦HlTでは交通機関や対人関係に関する訴えが全般的に多かっ

た。このこ，とは月浦町が洞爺湖畔にあり，墓幹道路が限られているという地理的条件と従来より持っている辺

地二野特徴に，畷火の影響が網乗的に働いたものと考えられる。これに対して洞鋸湖温泉町では経済要1彊や直接

災害要因に関する訴えが多く，温泉町の経済的特徴と臓火口からの落下岩石の影響による危険の大きいことが

伺われた。

　3．住民の精神心理的状態および疲労

　　精神心理状態のうち，安心と不安感については，月浦町住民が洞爺湖職．泉町三民に比べて安心の度奮が強

く，このことは墳火「【からの位難および降灰の被害，避難状況等からもよく理解できる。また，男女閲では女

性の不安感が強い傾向にあるが，このことは女性の災霧に対する感受性が強いということだけではなく，災害

以外のことに対してもi司じように反応することから，特殊な反応というよりは，女性の一般的傾向と解釈でき

る。一方，両地区ともに，金体1｝勺には安心の度合が不安の度合より強く，このことは有珠山噴火によって，死

亡，傷害，などの人身事故が生じなかったことや，有感地震が頻ばんにあったが，調査が噴火の2～3ヵ月後

であったために，精神的に小鵬1犬態に達していたためではないかと考えられる。

　　洞爺湖混泉町および月浦町住畏の疲労状態は～般検診時に頭痛，頭重，肩こり，回すじはりの症状の訴え

が多かったことからも推測できるが，今回月浦町住民に行った調査時点では「肩がこる」が男子全体の50傷，

女子の37．5弩にみられたほかは，精神的症状の訴えが男女ともに比較的多く，「注意集中の困難さ」に代褒さ

れる精神疲労と筋肉の局所疲労が感じられる程度であった。このような状況は調査時点が臓火後約3ヵ月経過

した特であったためとも考えられる。
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　4．噴火に起因する健康被害

　　調査の対象となった洞爺湖灘泉燦および月浦町住民の健康状態は，既往歴などから判断すると，一般に高

」紅1圧，心臓病が多く，地域によって，農業を主とする月浦町では肝Ill馳疾患，洞爺湖温泉町ではllrll結核が多

く，また，女チでは働血L圧が多いなどの特徴を有している。今回の検診時には白｛丘涯性か、恵が多く，その他視

器の疾患，腰痛などが比較的多く発見されたが，これらのうち特に，視器の疾患は火山灰の影響iによるものが

多く見出されたものと考えられる。自覚症状では高侵｝二千の呼吸行rl操諾系の蔓1ヒ状をのぞけば，「咳や疾が出る」，

「眼のチカチカ，ゴμゴ1コ，眼脂，臼の五【艇などが多かったが，これらの症状は火由臆こよる上部気道粘膜

と眼の粘膜である結膜の刺激炎1韮E症状カミ多く現われたものと推測される。

　　有珠由爆発噴出物の化学維戊は北海道｛象武験場のノ｝析によれば，約67％がSio2，15％がA1203，その

他Fe203約5％，　CaO　4．5％，　Na204．5％，　MgO　1．3％等で溶液はpH約8でフ7ルカジ性であり，また，上記

地域に，落下した火由灰の粒子の大きさは直径2mm前後のものが収も多く，その三山は40μ～10　mmのも

のがほとんどで，洞赫澗摺紬ミ旧頚．G触校庭に降灰したものでは85弩がll〔径！50！‘以上のものであった。従っ

て火由灰の呼吸器に対する影響は上lil式道に急性影響をもたらし，このため刺激症状として咳や疾が潤たもの

と考えられる。また，眼の凋i膜に対しては粉じんによるゴロゴμ，チカチカなどの症状が強く現われたものと

考えられる。空気中の火山灰が肺の下部気道に対して影響を及ぼすためには，30μ以下の粒子である必要があ

り，特に肺胞に対しては1～0．2μ程度の粒子が影響する。すなわち，今回の噴出火由灰による人体影騨は，比

較的大きい火出灰粒チによって急性の影響が引き起こされたものと考えられる。さらに，臼・のど・鼻の症状

を洞爺湖渥泉町および月浦町の住民について澗回した成頑では，バス・タクシー運伝手，土木作業｝ミにこれら

の癒状が最も多く，次いで広い良地など住后の月辺に火由灰が堆積した月浦町住氏に多かったことからもよく

理解される。

　　冶珠由臓火回約1カ月経過し，夏休み明けの9月2iliから28日までに洞薦湖漏泉lli∫小学校と虻Hi町小学

校の口調について行った糞い鼻・のど・せき，睡眠に関する調査では，温泉小学校児匿の訴えカミ多く，降灰の

直接影響がよく観察される。

　　火山灰の慢性的影輝は，第！に空気中に浮遊する10μ以ドの二目が肺胞にまで到達し，長期に渡って吸

入されることによるじん肺，この言合はSiO2の占める割合が｝；いので硅肺の発生が心配されるが，この点に

ついて，道路作業中に吸入する浮遊粉じんの年を陥入サンヅラーを薦いて灘定した結果，壮瞥澱泉付近の道路

で。．018mg／m3～o．435　mg／m3の粉じんが補集され，8時門労働で30％以上のslO2を含む粉じんを吸入する

際の抑制濃度2mg／m3から考えるとはるかに少ないが，二ま務所などの…一般生活環境の環境墓準0，15　mg／m3お

よび公害の環境基準U｛の！時間平均値0．10mg／m3以下かつ，1時間値020　mg！m3以下を採稽すれば，かな

り空気中浮遊粉じん趾が多いことになる。

　　同時に行った血液生化学的検査所見からは土木作業員のGPTの上昇，　ALADの低下が観察され異常値

を示したものの判舎も最も幽かった。このことは火山灰の影響を最も受けたと考えることもできるので，この

人．；今後明らかにする必要があると思われる。また，月浦町の対照として選んだ．卜勝の農村である更別町の住氏

との比較では，月浦町往日において，ClloB，　ALP，　CATが宥息に而く，　LDHがイヨ，訟に低かった。さらに月

浦町住民のCATはどの集団よりも轟く，この理由についてもノノ後証継な検討が必要と考えられる。

V．　結 論

　　1977年紺珠【⊥1贋火によって噴火以降，交通規制および避難生活を余儀なくされ，降灰影響の著しかった洞

爺湖濾泉町および月浦町住氏を対象として，生活環境被害および健康被害調査を行い，次のような糸輪を得た。

　　1．降灰』辻は！～80Cmの範囲で認められ，最も多かった地区は洞爺湖灘泉lli∫で，次いで月浦町，関内な
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どの順であった。降灰による破霧は乾，月浦町，関内，洞爺湖懸口町などのll匿で，被害内圧は農作物，山林，

住宅などに対するものであった。避難の甥合は噴火による危険が肢も大であった洞爺湖温泉町に面かった。

　　2．二二山ノ選辺住民の生活環境状況の変化は泊濡話讐要因，交通要因，経済要因，戸外尿境目囚の順に大

きく現われ，地区によって申干の差異が観察された。

　　3．住民の楊神心理的）｛ノこ〕態について企体像を安心から不女に至る尺度でみると，洞爺湖温泉町の女子を除

いて，イ∫意に安心の得点が不安の得点に比して多い。地区別には，いずれも女心側に傾いているが，月浦町住

氏に比較して洞爺測温泉町住民は比較約不安の度合が強く，特に女性に著しかった。

　　4。疲労に関する臼覚症状では孝ll神的癌状カミ取も多く，次いで身体的症状，神経感覚的症状の盤頃であっ

た。しかし，全体として明らかな疲労状態を観察することは出来なかった。

　　5．イ」珠山周辺地区の疾病～1学斌を受診者の既往灘から分析すると，洞爺湖温泉町では呼吸β百環器系の疾患

が多く，ナ弓浦町では循環誰系疾，愚と肝臓疾患の既往が多かった。

　　検診時の罹患疾患で1渕J劇i：1症が著しく多く，その他，腰痛および噴火による火山灰の影響と考えられる

眼の疾患が多く発児された。

　　自覚乳状では洞爺源1註泉町住民が1人当り4．6項目訴え，蚊も多く，次いで月浦町の2．3項目であった。

項B別には①頭痛，頭工，屑こり，首すじはり，②腰，四肢関節の痛み，③せき，④限の異物感，⑤めま

い，耳なり，⑥眼の炎症症状などの順に多く，これらの約30％は災害の影響によることが推測された。

　　特に，口・舞・のどおよび呼吸器系の癌状を職種男替に訪毒した成絞では，降灰処理に当った土木作業負と

タクシー・バス迂転手に羅・鼻・のどの症状が多く認められた。

　　胸鄭X線検査では敦精油者が7名発見されたが，いずれも火山灰による肺疾患は考えられなかった。

　　6，InL歯噛化学的検査所見では月浦町住民の」自二液中Catalase活｛生が右意に高いことを除いて，すべて正

常範入内にあった。しかし，土木作業員のALADおよび屑浦町農畏のGPTが孝」，」；に低く，また，洞爺湖温

泉町および月浦町二心のCHO－Eが対照として選んだ更別町農民の値より有意にil：謡い，などの特徴が観祭さ

れた。但し，これらの所見が火出贋出物といかなる関係にあるかについては，今後，さらに検討する必要があ

ると思われる。

　　以上，錦繍の有珠由噴グGこよる医学的影響としては，精神心理的には火山噴火に起因する不安および疲労

が観察され，同時に降灰による1…い鼻・のどの粘膜に対する急性の刺激的影響カミみられた。今後，堆復火山灰

が呼吸器および消化器を介して侵入し，慢性的影響を引き起こすかについては，なお経過を観察して行く必要

があると：考える。
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                                      Sttmmary

   '1"he effect of the 1977 eruption of (.]su X"olcano on the living environnient ancl pirLysica},

p$ychological ()r niental health status of people in the clistrjct$ was investlgat,edi, fl"he fal; out of

volcanic ash was proniinent, trafilc regulation was enforced, and of the people who wa$ orderec{

to evacuate their hoanes. 9uestionnaire $tuciies or physicai and laboratory examinations were

carried ottt on those subjects.

   'l'he follo"ring results xvere obtained:

   1, Ashes ancl puinices "Tere observed in 1 to 80cni clepth, 'l'he xnost proininent area of ash

falls xNras founcl to be 'i"oyal<oonsen-cho. 'I"he daniages to crop$, trees and houses "rere observed.

'I'he evacuations 'were xnest frequently oyderecl in the people x･vho live in 'lroyakoonsen-cho.

   2, There seemed to be sonie dii:ferences b,etween each district in the responses t() question-

naii;e concerning tl}e living environnient, Of these, clirect factors of accident, traffic factors,

econoinic l:actors and outdoor environmental factors were reporteci frequently.

   3. A questionnaire eoncerning "anxiety" yevea]ed that most of the people felt rather "peace

o.E niind", however feniale resiclents in Toyakoon$en-¢ho hacl some anxiety coinp'ired to tliose in
'l'sukiura-cho･

   4. A que$tionnaire concerning the syniptonis of fatigue indical,ecl that the inost coninionly

reportecl vLras inental sy,mptoin and then an apprecial)le nuinher reportecl ph>sical or nervous

sensory syniptoms, Ho"rever ln general the definite fatigue stat'es "rere not obseyved.

   5. Physical exaniinations indicatecl {.hat the nio$t of the people hacl suffered froin eye dis-

eases which xvere considered to be causecl by the ash fal}s. fX questionnaire on the $ubjective

syinptoins inclicated that the niost/ cominonly reported "rere headache, stiilf head, and shou]cler or

neck stiffness, An appreciable nuinbers 'ilso reported lunibago, pains on the .ioints of extren)ities,

cougs}], sen$e of "foreign body" in the eyes, ciizzines$ anci tinnitus. Approxlmately 3091) of the

above syinptoms xvere considered to relate to the as]i falls. iSspecia}ly construction xvorkers, "rho

engaged in the removal of a$h fall$, and taxi anci bus clrivers had tliose s);rinptoms reinarkal)l>,'.

Chest X-ray ,analysis reveEiled that no lung disease caused l)y ash fall$ was observed,

   6, Biocheinlca} fincHngs of blood inclicated that ery･throc>'･te catalase activity of the residents

in 'l]sul<iura-cho was sissnificantly higher than those in the other distriets, 'i'he lo"Ter values in

delta aininolevulinic acid cleh>rdrttse ancl giutaingc oxaloaeetie transaminase of construetion workers

weye observed. Choline esterase aetivlty of the resiclents ln Tsul<iura-cho was higlier than those

in control clistyict, Sa]rabetsu-cho, near Obihlro city in the east part of I{okkaid(,), l'Ioivever, t})e

relation$hip bet",een these 5iocheinical findlngs and a$h fdlls is not ciearly･ understood.

                                     st Rir"

   1977 !l'L1i'i;iullll'tcf<D'lJ･SJykfi.Lk.a)fl.i･irii/,rii±IYs, 11'C-iii IIii,e)Plli'ICj.;,s .II V`" fA,gAt":m tllltl:i is 6 l,tl"'?- it s' )}.] o l. k ib"i:.. -･,)Li

'C,i'Se/f{ti iijl:')'UL L fL-. ,:t･l' Q,,itll?fi]v<rkVK'IY]'.:･, t,dsttli;;iIli-I]h'lJk-. L.[ ,3v)i.:)g!1)/ikfi:;L'r..i'.'lf) 6. ,Js3/fS z':illlpE"i･Lf3-Il .ft 4 ']' 7 tr --- ]･

Ey;J'Sfi, li'.2)ltii{, int[.r,s ,lt V{ Ektlt"{ii:.Itt¥':l'ICj.l/"l, "gE'iE' l') 2I).
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　　1．降灰は1～80cmで最も著明な地域は洞爺湖温泉町で，避難舗合，噴火の危険が最も高つた。

　　2．生活環境状況の変化は1白：接災霧要；颯，交通要顯，経済要附，戸外環境要因の順にノくきく，地域差も観

察された。

　　3．　住域の精神状態は安心側に傾いているが洞爺湖撮泉町垂｛三民は比較的不安の度倉が強く，特に，女性に

∋痔しかった二。

　　4．疲労臼覚蕪では精神症状が最も多く，次いで身体的症状，神経感覚的症；レこの順であったが，全体的に

は明らかな疲労状態を観察することが出来なかった。

　　5．有珠ij．【周辺地区住民の疾症の罹患状況は正斑往症では，呼吸循環器疾患が渉11爺湖温泉町に．多く，月浦町

では循環器および肝臓疾患が多かった。検診時には高［flL圧症，眼の疾患，腰療等が多くみられ，臼覚症では約

30％が災審の影響によることが推測された。

　　6．1爪液生化学的検査所見はIE’ll旨範囲内にあるものがほとんどあったが，土木fll…業負のALADおよび月

浦町農幾のGPTが有意に低く，また，　C貝0－Eが対照の頁別i町農民のf直より有意に高い，などの特徴が発ら

れた。


